
まえがき＝自動車の安全性確保のため，路面と直接接地
するタイヤに対する品質確保は重要である。タイヤの生
産品質確保のため，タイヤメーカや自動車メーカは種々
の出荷検査，受入検査を行っており，タイヤ表面の凹凸
三次元形状の検査も重要な検査項目の一つである。
　日本のタイヤメーカでは，タイヤの均一性を測定する
ユニフォーミティマシンに，ランナウトセンサと呼ばれ
る，主としてポイント式レーザ距離センサを搭載し，タ
イヤのサイドウォール（タイヤ接地面に垂直な側面）の
形状を部分的に自動測定している。また，外観や他の箇
所を含め，熟練した検査員がタイヤ表面の手触りや光沢
具合など，微妙な凹凸形状の異常の有無を目視によって
検査してきた。
　一方，欧米のタイヤメーカでも従来は日本と同様の検
査を行っていたが，近年，熟練検査員の確保が困難にな
ってきている。このため，早い時期よりポイント式での
部分的な検査からタイヤのサイドウォール全面自動検査



その測定原理図を示す。
　スリット状のレーザシート光を測定対象物に照射し，
これを別の角度からカメラにより撮像すると，撮像画像
上にはレーザシート光の輝線（以下，光切断線という）
が現れる。この光切断線は測定対象物の断面形状を示し
ており，撮像画像中の光切断線の座標を画像処理により
抽出することで測定対象物の断面形状，すなわち二次元
形状が得られる。さらに，測定対象物または測定光学系
（レーザとカメラ）を光切断線の直交方向に移動させ，
移動に同期して撮像することで，物体の三次元表面形状
が得られる。
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